
「自らをきたえ、共に生きる子」を目指して
校長 柏木 武文

雄大な富士山に抱かれ、さわやかな空気に鳥の声が響く、自然豊かな人穴小学校で、４月
６日、19名の子供たちと８名の教職員がそろって、新年度をスタートさせました。
新１年生４名を迎えた入学式は、規模縮小ではありましたが、２年生から５年生の15名が、

心をこめて準備をして、温かな雰囲気の中で実施することができました。緊張した顔つきの
新１年生を、心配そうに、温かな眼差しで見守る２年生以上の子供たちの表情がとても印象
に残りました。
さて、始業式では、この１年間で特に頑張ってほしい３つのことを話しました。

それは 「自分を大切にしましょう」
「友達や周りの人を大切にしましょう」
「みんなでお互いに力を合わせましょう」 の３つです。

これは、今年度の学校教育目標に示した「自尊」「他尊」「共存」を、どの学年の子供にも
分かるように言い換えたものです。今年度の目標は下に示すとおりです。自分の可能性を大
切に向上心を持ち、自他の違いを認めながら思いやる感情を育て、互いに切磋琢磨し合える
子供たちの姿を目指しています。

西富士中学校区教育目標 志を持って 未来を拓く人
学校教育目標 自らをきたえ 共に生きる子（自尊・他尊・共存）
重点目標 互いのよさを認め合い、やり抜く力

知識・技能を、自分ごととして確実に習得する力
学びを生かし、根拠を明確にした考えを伝え合う力

これから、全職員が一つになり、子どもに寄り添いながら、目標の達成に努めてまいりま
す。そのために学習や生活の環境を整えること、子どもの意欲や自主的な活動を支えること
を大切にします。学校と家庭・地域の皆様との連携・協働を一層大切にして教育活動を進め
てまいりますので、今後とも皆様のご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。

コロナウイルス感染防止対応について
無事に入学式を行うことができ、ほっとしたのもつかの間、新型コロナウイルス感染防止

対応の臨時休校をすることとなりました。学校としても慎重に感染対策をしていましたが、
静岡県や富士宮市の状況から、子供たちを守ることを第一に考えた判断です。詳細は別紙に
て連絡させていただきましたが、是非とも趣旨をご理解いただき、元気な笑顔で学校再開の
日を迎えられるようご協力をお願いいたします。
また、休校中の児童への対応は下記の通りとしますが、状況によって変更もあり得ます。

児童数が少ないことや児童だけでの登校は困難な地域性を考慮し、中学生とは対応が異なり
ますのでご注意ください。

臨時休校中の児童への対応
〇 日時を設定した登校日や家庭訪問日は設定しません。
〇 子供たちの健康状態や課題の進行状況の確認は、電話連絡で行います。
〇 児童の様子や必要に応じて、電話連絡後、個別に訪問をする場合もあります。
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